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無負荷回転速度 

無負荷電流 

No 

Io 

無負荷時の回転速度 

無負荷時の流入電流 

構 　 造 

・ ブ ラ シ 

ブ ラ シ は 整流機 構 の 役 割 を 持 っ た 重 要 な 部 品 で あ り 、 ブ ラ シ の 寿 

命 (摩 耗 に よ る )  が直 流 モ ー タ の 寿 命 と な っ て い ま す 。 

・ 整流子 ( コ ン ミ テ ー タ ) 

一 般 に 、 銅材 質 で あ る が高温 時 に 銅 が軟化 す る た め こ の 対 策 と 

し て 、 微 量 の 銀 を 混 合 し て い ま す 。 

・ 電機 子 コ イ ル 

一 般 に 、 マ グ ネ ッ ト ワ イ ヤ ー と 呼 ば れ る 電 線 が 用 い ら れ ま す 。 ワ イ 

ヤ ー の 線 径 は 、 モ ー タ の 仕 様 に 合 わ せ て 選 択 さ れ 、 溶 接 、 半 田 

付 等 の 方 法で 、 整流子 片 に 接 続 さ れ ま す 。 

・ 電機子 （ ア マ チ ュ ア ） 

電機 子 は 、 磁束密 度 を 増 加 さ せ る た め 、 電磁鋼 板 を 用 い て い ま 

す 。 

・ 磁石 ( マ グ ネ ッ ト ) 

モ ー タ に 用 い ら れ る 磁 石 を 大別 す る と 、 フェラ イ ト 系 、 ア ル ニ コ 系 、 

希土類 等 に 分 類 さ れ ま す 。 磁 石 の 特 徴 を も と に 用 途 に 応 じ て 選 

択 さ れ ま す 。 

・ 軸 受 

用 途 に 応 じ て ボ ー ル ベ ア リ ン グ と ス リ ー ブ ベ ア リ ン グ が あ り ま す 。 

ベ ン デ ン グ 荷 重 の 大 き い 用 途 で は ボー ル ベ ア リ ン グ タ イ プ が 適 し 

ま す 。 

電 流 ・ 回 転 － ト ル ク 特性 
マ グ ネ ッ ト 界 磁 型 の D C モ ー タ は 、 図- 2 の よ う な 垂下特性(回転 速 

度 ） 、 増加特性(電流 ) を 示 し ま す 。 

図 － ２ の よ う に 、 印加電圧 V を 変 化 さ せ る と 、 回転速 度 － ト ル ク 特 

性 は 、 V の 値 に 比 例 し ま す が 、 電 流 － ト ル ク 特 性 は 極 く わず か し 

か 変 化 し ま せ ん 。 (詳 細 は 電 流 ・ 回転速 度 － ト ル ク の 関 係 式 を ご 

参 照 く だ さ い 。 ) 
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特性の見方 
図- 2 の よ う に 印加電圧 V で は 、 モ ー タ に 負 荷 ト ル ク T L を加 え た 場 

合 、 回転速 度 、 電 流 は そ れ ぞ れ N L 、 I L と な り ま す 。 V か ら V ’ V ” に 

変 え た 場 合 も 同 様 に 求 め る こ と が で き ま す 。 

無負荷回転速度No.停動(起動 ) ト ル ク T s は 、 印加電 圧 に 比 例 し 

ま す の で 、 例 え ば 2 4 V の モ ー タ を 2 0 V 、 18 V で 使 用 し た 場 合 の 

各 々  の 値 は 、 お お よ そ 表-1 の よ う に な り ま す 。 

(無負荷電 流  I o  は 停動電 流 に 比 べ て 十 分 小 さ い の で 無視 す る 。 ) 

定格電 圧 を 大 幅 に 変 化 さ せ る 場合( 例  2 4Ｖ →  6V ) は 、 実 測 に よ 

ら な け れ ば な り ま せ ん 。 

但 し 、 定格電圧以 外 で の ご 使 用 は ブ ラ シ の 異常磨 耗 ・ 起動不 具 

合 を 起 こ す 恐 れ が あ り ま す の で 使用条 件 で の ご 確 認 を お願 い い 

た し ま す 。 

用語説明 

図-1 

24V 

20V 

18V 

電 圧  無負荷回転速度N o  停動トルクT s  停動電流Is 

5000r/mi n  40mN- m  1.0A 

×500 0  416 6  ×4 0  33   ×  1  0.83 

×500 0  375 0  ×4 0  3 0  ×  1  0.75 

20 
24 
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24 
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用語／記 号  内 　 容 

停動トル ク  Ts 
モータ発生トルクの最大値。一般に 
DCモータの停動トルクは始動トル 
クに等しい。 

負荷トル ク  T L 

図－ 3 の よ う に モ ー タ に 半 径R の プ ー リ を 
取り 付 け 、 プ ー リ の 円 周 上 に F の力 が 
働 く と き 、 発生 ト ル ク T L は 、 T L ＝ F × Rで 
求 め ら れ ま す 。 

R 

F 

注意：電圧を印加した状態でロック 
すると燒損のおそれがあります。 

図-3 

T L = F × R 

図-2 

表-1 
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トルク、回転速度、電流の関係 式 
関係式は次のようになります 。 

N ＝  －  （ T O ＋ T L ）  ‥‥‥ ‥ （1） 式 

（1）式から無負荷回転速度 を Noとすれば、負荷トルク T L が 零 

の時が無負荷となりますの で 、 T L ＝0とすれば、次のように な 

ります 。 

N O ＝  －  T O ‥‥‥‥‥‥ ‥ （2） 式 

無負荷回転速度 N O はモータの摩擦トルクToの大きさから定 ま 

ることになります。ま た  T O が少ない場合 は 

N O ＝  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥ （3） 式 

（3）式から無負荷回転速度は印加電圧に概略比例すること に 

なります。また、停 動 （起動 ） トルクは 、 （1 ） 式から回転速度 N 

が零のときの負荷トルクに等しいの で 、次のようになります 。 

T L （起動）＝ K 2 －To≒ K 2 ‥ （4） 式 

起動トルクは印加電圧に概略比例します。電流Ｉは次のよ う 

になります 。 

I ＝  （ T O ＋ T L ） ‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥ （5） 式 

この式から、負荷トルク T L ・摩擦トルク T O が一定の場合、 電 

流は印加電圧に無関係に一定となります。無負荷電流は 、 （5 ） 

式で負荷トルク T L を零とした値になりますが、摩擦トルク T O 

は、回転速度によりわずかに変化しますので、印加電圧に よ 

り若干変化することになりま す 。 

モータの出力をP（W ） 、トルクをT （ N ・ m ） 、回転速度をN（r ／ 

min）とすると、モータの出力P（W）は次のようになります 。 

P＝0.105×T× N  ‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥ （6） 式 

Ｎ  ：  回転速 度 

V  ：  印加電 圧 

r  ：  アマチュア回路の抵 抗 

T o  ：  モータの摩擦トル ク 

T L ：  負荷トル ク 

K 1 ,  K 2 ：  モータ固有の定 数 

パルスジェネレータ付DCモータについ て 
DMNシリーズに搭載されているパルスジェネレータ は 、磁 気 

式と光学式の2種類があります。いずれもインクリメンタル 方 

式です 。 

●磁気式パルスジェネレー タ 

光学式に比べて、塵埃（磁性体を除く ） 、振動、衝撃に強く 、 

構造もシンプルです。インクリメンタル方式では、出力パ ル 

スをカウンタに送り、累積加算して位置を表示しますが、 こ 

の信号系にノイズが入ると誤作動の原因になりま す 。とくに 、

信号を磁気的に取り出している磁気式パルスジェネレータ は 、

信号レベルも低く（5mA）ノイズの影響を受けやすいため 、 

磁気シールドを十分に施すことや、信号ラインの距離をで き 

るだけ短く（5m以下）するように配慮してくださ い 。 

●光学式パルスジェネレー タ 

光源に寿命の長い発光ダイオード（LED）と、受光部にフ ォ 

トトランジスタを採用していま す 。 

光学式は、モータの使用されている環境、とくに塵埃と温 度 

に充分な配慮が必要です 。 

主なトラブルの原因は、塵埃による光源部分の遮蔽と急激 な 

温度変化（０℃以下、または40℃以上）によって発光ダイ オ 

ードの光量劣化が大半を占めます。日本電産サーボではモー 

タの使用条件を、周囲温度0～40℃範囲内で塵埃の少ないとこ 

ろを基準に設定しています。高温下では寿命が短くなります 

のでご注意ください。 

ブ ラ シ の磨耗要 因 に つ いて 
ブ ラ シ 付 D C モ ータ の ブ ラ シ 磨 耗 を 大 幅 に 促 進さ せ る 要 因 に は 、 下 

記 の 三 つ が あ り ま す 。 

こ の 要 素 が 含 ま れ る 条件 下 で は 寿 命 が 大 き く 短 く な る こ と が あ り ま 

す の で 、 ご 注 意 く だ さ い 。 

V 
K 1 

r 
K 1 K 2 

V 
K 1 

V 
K 1 

1 
K 2 

V 
r 

V 
r 

r 
K 1 K 2 

（一定電圧電源） （一方向連続動作） 

動 作 モ ー 

V 

OFF 
t 

（ オ ー プ ン ） 
i 

t t 

（瞬流電圧電源） 
V 

t 

（全波整流電源） 
V 

t 

（間欠運転動作） 

OFF 
t 

t 

（正逆瞬時反転動作） 

ON 

（ シ ョ ー ト ） 
i 

t 

（逆電圧 ） 
i 

t 

※他仕様環 境 、 条件 下 に 於 い て も ブ ラ シ 磨耗要 因 は異 な り ま す 。 
詳 細 に つ い て は 別 途 お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。 

低下 

良好 
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ギヤヘッドの選び方 
ブラシ付DCモータは速く回転することによ り 、ブラシ 付 

DCモータを制御用や動力源として用いるために は 、ギ ヤ 

機構、ベルトまたはチェーンなどによって減速して使用 す 

ることが多いといえます。 

DMNシリーズには、標準化された多種多様なギヤヘッ ド 

が用意されています。 

モータにギヤヘッドを直結して使用する場合の出力トル ク 

TGは、次のように計算します。 

TG＝TM× i× η 

ただし 

T G  ： ギヤヘッドつきモータの出力トルク 

T M ： モータの定格トルク 

i ： ギヤヘッドの減速比分母 

η  ： ギヤヘッドの効率（ギヤの効率を参照ください。 ） 

減速比iが大きくなれば、比例してギヤヘッド出力トルク は 

増加します。 

しかし実際には、ギヤヘッドのギヤ大きさ、使用材料な ど 

により、機械的強度は制約さ れ 、ギヤヘッドの種類によ り 

許容トルクが決められてお り 、常用トルクとして記載し て 

あります。 

ギヤヘッドは、この常用トルクで使用すれば、定格寿 命 

2000時間まで使用できま す 。機械的強度は、常用トルク に 

対し、余裕をもった安全設計になっています。 

また、実用上は負荷に変動をともなう場合が多 く 、負荷 の 

性質によって寿命は大きく変化しますの で 、次表に示す よ 

うなサービスファクタ（寿命係数）を用いて、ギヤヘッ ド 

の選定を行ってください。 

常用トルクとの関係は次のようになります。 

TGS＞SF×TGL 

ただ し  TG S  ：  ギヤヘッドの常用トルク 

S F  ：  サービスファクタ 

TG L ：  負荷の必要トルク 

ギヤヘッドの軸受について 
ギヤヘッドの軸受は、含油軸受と、ボールベアリングと が 

あります。一般に含油軸受は定格荷重以内で温度条件の 厳 

しくない場合に、ボールベアリングは耐久性を求められ る 

場合にご使用ください。 

ギヤの効率 
モータにギヤヘッドを直結して使用する場合 は 、ギヤ効 率 

による出力低下を計算に入れる必要があります。 

一般に1段あたり10％のロスを見て、n段の場合(0.9)nで 計 

算されます。 

ηT=η1×η2×η3………………………ηn 

ただし 

ηT ： 全効率 

η 1  ：  第１段目の効率＝0.9 

η n ：  第 n段目の効率＝0.9 n 

本カタログには、この全効率を考慮に入れてモータとギ ヤ 

ヘッドを直結した時の出力トルクを表示してありま す 。 ま 

た、DMNシリーズのギヤヘッドのギヤ段数、およびギ ヤ 

効率は、次の通りです。 

ギ ヤ ヘ ッ ド の出力 軸 と ベン デ ィ ン グ ・ ス ラ ス ト 荷重 
ギ ヤ ヘ ッ ド の 出 力 軸 に か け ら れ る ベ ン デ ィ ン グ 荷 重 の 位 置 と 、 瞬 間 

最大許容荷 重 、 お よ び ス ラ ス ト 荷 重 （ 軸 を ケ ー ス 側 に 押 す 、 あ る い 

は 引 く 力 ） は 、 次 表 の 通 り で す 。 

極 端 に 大 き な 荷 重 を 長 時 間 に わ た っ て か けな い よ う に 、 ま た 、 ベ ン 

デ ィ ン グ 荷 重 を か け る 位 置 は 、 な る べ く ケ ー ス 寄 り に し て く だ さ い 。 

※ ギ ヤ ヘ ッ ド の 常 用 ト ル ク は 減速 比 に よ っ て 変 わ り ま す 。 上 表 の 数 

値 は 最 大 値 で す 。 減速 比 の 詳 細 は ギ ヤ ヘ ッ ド ご と に 御確認 下 さ い 。

モ ー タ と ギ ヤ ヘ ッ ド の 組 み合 わ せ 
ピニオン 軸 の モ ー タ に ギ ヤ ヘ ッ ド を 組 み 合 わ せ る と き は 、 ピニオン と 

ギ ヤ が 強 く 当 ら な い よ う に 、 静 か に 左 右 に ま わ し な が ら 行 っ て く だ 

さ い 。 

無 理 に 組 み 合 わ せ る と 、 ピ ニ オン や ギ ヤ に キ ズ が つ き 、 騒 音 の も と 

に な っ た り 、 寿 命 が低 下 し 、 ま た 、 思 わ ぬ 事 故 の 原 因 に も な り ま す 。 

組 み合 わ せ に 使 用 さ れ る ボ ル ト の種類 
モ ー タ と ギ ヤ ヘ ッ ド を 組 み 合 わ せ る 場 合 に 使 用 す る ボ ル ト の 種 類 

は 下 表 の 通 り で す 。 

クラス 　 負荷条件 
サービスファクタ 

A  一様負荷 

B  軽い衝撃負荷 

C  中程度の衝撃負荷 

D  重い衝撃負荷 

0.8 

1.2 

1.5 

2.0 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

5時間/ 日  8時間/日 24時間/日 

ギ ヤ ヘ ッ ド 
機種名 

減速比 
（分母） 

最大常用 
トルク※ 
N ・ m 

瞬間最大許容ベンディング荷 重  N スラスト 
荷重 
N 

シャフト先端からの距離 

20m m  15m m  10m m  5mm 

6DG□ 

6DG□F 

8DG□ 

8DG□F 

3～1800 

3～180 

3～180 

187.5～1800 

3～180

0.98 

2.45 

3.92 

3.92 

9.8

118 

118 

225 

333 

294 

59 

69 

127 

186 

186 

49 

59 

108 

157 

157 

49 

59 

108 

157 

157 

29 

29 

49 

49 

69 

ギヤヘッド 

機種 名  減速 比  ボルト 
6DG□ 

6DG□F 

8DG□ 

8DG□F 

全機種 

全機種 

3～180 

187.5～1800 

3～18 

25～180 

M4×45 

M4×60 

M5×50 

M5×60 

M5×50 

M5×60 

ギ ヤ ヘ ッ ド 
機種名 

2 段  3 段  4段 

□61 

□61 

□80 

□80 

6DG□ 

6DG□F 

8DG□ 

8DG□F 

3～18 

3～9 

3～18 

3～18 

25～120 

12.5～36 

25～180 

25～36 

150～450 

50～180 

187.5～450 

50～180 

サイズ 
5段 ギヤ段数 

0.8 1  0.7 3  0.6 6  0.5 9  全効率 

減 
速 
比 （
分
母
） 

500～1800 

－ 

500～1800 

－ 
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モ ー タ を 取り 付 け る 際 に 使 用 す る ネ ジ は 、 外形 図 に 記 載 さ れ て あ 

り ま す 。 ネ ジ 深 さ を 確 認 し て いた だ き 選 定 い た だ け ま す よ う お 願 

いい た し ま す 。 ネ ジ 深 さ を超 え て 使 用 し た 場 合 、 モ ー タ 本 体 、 ロ ー 

タ 、 減 速 ギ ヤ に 接 触 し 、 焼 損 、 ギ ヤ 破 損 等 の 恐 れ が あ り ま す の で 、 

ご 注 意 く だ さ い 。 

・ ノ イ ズ 発 生 

ブ ラ シ と コ ン ミ テ ー タ に よ る 整 流 の 火 花 に 起因 す る 電 気 ノ イ ズ が 発 

生 し ま す 。 ノ イ ズ の 低 減 に つ い て は ご 相 談 く だ さ い 。 

・ 間欠駆動 用 ギ ヤ ヘ ッ ド に つ い て 

36 G 、 43 G 、 5 C 、 L タ イ プ 等 の ギ ヤ ヘ ッ ド の 構 造 は 軸 を 固 定 しそ の 

軸 の ま わ り を ギ ヤ が 回 転 し 動 力 を 伝 達 す る 構 造 の た め 連 続 の 運 

転 で は 対 応 が 出 来 ま せ ん 。 O N と O F F と の デュ ー テ ィ 比 は 5 0 ％ 以 

下 １ 回 の O N は 5秒程度以 下 に し て く だ さ い 。 

・ ブラシ交換について 

DME44,   6 0 シ リ ー ズ の モ ー タ は ブ ラ シ 交 換 が可 能 な 構 造 と な っ て 

い ま す が 、 絶 縁 の 低 下 、 異常 音 、 シ ョ ー ト 等 の 不 具 合 が 発 生 し ま 

す の で 、 ブ ラ シ 交 換 は しな い で 下 さ い 。 

仕様 書 の 定格 外 で 使 用 さ れ る と 、 ブ ラ シ 、 コ ン ミ テ ータ の 異常 摩 耗 、 

起動不良 等 が発生 す る 原 因 と な り ま す の で 事 前 に 相 談 く だ さ 

い 。 

・ 負荷変 動 に つ い て 

定格負荷以 下 の ト ル ク で あ っ て も 、 変 動 が頻 発 に お こ り ま す と 予 想 

以 上 の ダ メ ー ジ が あ り ま す 。 運転条 件 、 負荷条 件 に ご 注 意 く だ さ 

い 。 

・ 絶縁抵抗値 

ブ ラ シ 付 D C モ ー タ の た め 、 使用時 間 の 増 加 に 伴 な い 絶縁抵抗 値 

が低 下 し ま す 。 カ タ ロ グ 掲 載 値 は 初 期 値 で す 。 

モ ー タ ケ ー ス と 電 源GN D を 共 通 に し て 使用 す る 場 合 に は 注 意が 

必 要 で す 。 

・ 寿 命 

使用条 件 、 使用環 境 に よ り 大 き く 変 わ り ま す 。 詳 細 は ご 確 認 く だ さ 

い 。 

・ モ ー タ と ギ ヤ ヘ ッ ド の 組 み 合 わ せ 

ピ ニ オ ン 軸 の モ ー タ に ギ ヤ ヘ ッ ド を 組 み 合 わ せ る と き は 、 ピ ニ オ ン と 

ギ ヤ が 強 く 当 ら な い よ う に、 静 か に 左 右 に ま わ し な が ら 行 っ て く だ 

さ い 。 

無 理 に 組 み 合 わ せ る と 、 ピ ニ オ ン や ギ ヤ に キ ズ が つ き 、 異 常 音 、 寿 

命 の 低 下 、 モ ー タ ロ ッ ク 等 の 故障原 因 と な り ま す 。 

直 流 モ ー タ は 、 小 型 ・ 高出 力 で 、 速度制 御 が 容 易 で あ り 、 ま た 、 電 

池 ・ バ ッ テリ ー 電 源 等 で 駆 動 で き る 使 い や す い モ ー タ で す 。 そ の 反 

面選 定 を 誤 る と 、 焼 損 や ブ ラシの異常摩耗を起こすことがあります。 

こ こ で は 、 電 源 、 取付姿 勢 、 回 路 付 き 等 の 一 般 的 な 注意 事 項や 問 

題 に つ い て 説 明 し ま す 。 

・ 過負荷運 転 、 拘 束 

過負荷運転 及 び 、 拘束状 態 は 、 定 格 を超 え た 負 荷 ト ル ク が 加 わ 

っ た 状 態 で あ り 、 過 大 な 電 流 が 流 る た め に 、 モ ー タ が焼損 す る こ 

と が あ り ま す 。 過負 荷 、 拘束状 態 で の 使 用 は 絶 対 に 避 け て く だ 

さ い 。 （ 5 秒以 上 の 拘 束 は 、 モ ー タ に ダ メ ー ジ を 与 え ま す 。 5秒以 上 

の 拘 束 は しな い で く だ さ い 。 ） 

・ 電圧印加 

必ず定格電 圧 （ ± 1 0 ％ ） で 使 用 し 、 サ ー ジ 電 圧 を 避 け て く だ さ い 。 

サ ー ジ お よ び 逆 極 性 か ら 保 護 す る 回路 構 成 を 組 み 込 ん だ モ ー タ 

を 特注 品 と し て 製造 す る こ と もで き ま す 。 詳 し く は ご 相 談 く だ さ 

い 。 

・ 定 格 外 の 電圧印加 

定 格 を超 え る 電 圧 を 印 加 し ま す と 温度上昇 値 が 高 く な り 焼 損 し 

た り 、 寿命低 下 に つ な が る こ と が あ り ま す 。 ま た 、 振 動 に 起 因 す る 

火 花 に よ っ て コ ン ミ テ ータ の 表 面 が 荒 れ 、 ブ ラ シ が機械 的 な 磨 耗 

を 受 け る 場 合 が あ り ま す 。 

定 格 を 下 回 る 電 圧 を 印 加 し ま す と セ ル フ ク リ ー ニ ン グ 効 果 の 低 下 

に よ り 始 動 で き な く な る 場 合 が あ り ま す 。 

定格 仕 様 の ± 1 0 ％ の 運 転 を考 え て 製 作 さ れ て い ま す 。 こ の 範 囲 

か ら 外 れ る 場 合 に は ご 相 談 く だ さ い 。 

・ 電源電 圧 の 波 形 に よ る ブ ラ シ の 摩耗促進 

ブ ラ シ の 磨 耗 に は 、 ブ ラ シ と コ ン ミ テ ー タ と の 磨 耗 に よ る 機 械 的 な 

磨 耗 と 、 整 流 の 火 花 に 起因 す る 電気的磨 耗 が あ り 、 後 者 の 磨 耗 

が大 半 を 占 め て い ま す 。 こ の た め ブ ラ シ の 磨 耗 は 電源電 圧 の 波 

形 に 大 き く 影 響 さ れ 、 一 般 に 安定化直流電 源 の 使 用 を 推 獎 し て 

い ま す 。 電 源 を 整 流 し て 使 用 す る 場 合 は 、 全波整 流 に コ ン デ ン 

サ 等 の 平滑回 路 を 併 用 し 使 用 し て く だ さ い 。 

・ 環境条件 

直 流 モ ータ の 生 命 は 、 整流作 用 に あ り ま す 。 コ ン ミ テ ー タ 表 面 に 

ホ コ リ 、 油 、 水 等 が付着 す る と 、 整流作 用 が 悪 化 し 良 好 な 整流 作 

用 が 失わ れ 、 ブ ラ シ 磨 耗 が 促 進 し ま す の で 十 分 気 を つ け て く だ 

さ い 。 

・ ブ ラ シ 取付位 置 の 移動 

ブ ラ シ の 取付位 置 は 、 時計方 向 、 反時計方 向 の 回転速 度 や 電 

流 等 の 特 性 差 が 少 な い 位 置 に 固 定 し て あ り ま す 。 基 本 的 に は マ 

グ ネ ッ ト 磁 極 の 位 置 に 対 し て 定 め て あ り ま す 。 ブ ラ シ を 固 定 し て 

い る ブ ラ シ ホ ル ダ ー や 、 ア ト カ バ ー 等 を 不 用 意 に 移 動 、 回 転させ ま 

す と 、 マ グ ネ ッ ト と ブ ラ シ と の 位置関 係 が ず れ る こ と に よ り 、 回転 方 

向 で 特 性 が 変 わ っ た り 整流作 用 が 悪 く な り 、 ブ ラ シ が異常磨 耗 

す る こ と が あ り ま す 。 ブ ラ シ の 位 置 は 絶 対 に 移 動 さ せ な い よ う に し 

て く だ さ い 。 

・ 取付状態 

取付状 態 は 、 一般 的 に モ ー タ 軸水 平 で 使用 す る 構 造 と な っ て い 

ま す 。 出力軸上 向 き 、 あ る い は 下 向 き な ど の 場 合 に は 、 ベ ア リ ン グ 

や グ リ ス 、 ワ ッ シ ャ ー 等 に 特 別 な 配 慮 が 必 要 と な り ま す 。 詳 し く は 

ご 相 談 く だ さ い 。 

な お 、 ギ ヤ ヘ ッ ド の グ リ ス が モ ー タ へ 流 れ 込 む よ う な 取付姿 勢 は 

避 け て く だ さ い 。 （ 出力軸上 向 き 等 ） 
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・ そ の 他 

使用条 件 、 保存環境 等 に よ り ギ ヤ ヘ ッ ド か ら グ リ ス の 油 分 が に じ み 

出 る こ と が あ り ま す 。 

ギ ヤ ヘ ッ ド の ご 使 用 に は 、 問 題 あ り ま せ ん が使用機器 等 を 汚す 恐 

れ が あ り ま す の で 、 ご 注 意 く だ さ い 。 

・ エ ン コ ー ダ 使 用 上 の 注意 

絶対最大定 格 を 超 え る 電 圧 の 印 加 は 行 わ な い で く だ さ い 。 破 損 

す る こ と が あ り ま す 。 

誤配 線 し ま す と 、 破損 す る こ と が あ り ま す 。 

回転方 向 に 対する A 、 B チ ャ ン ネ ル の 進 み 遅 れ の 関 係 を 間 違 え る 

と 装 置 が 暴 走 、 破損 す る 恐 れ が あ り ま す 。 

精 密 機 器 の 為 、 エ ン コ ー ダ 本 体 や モ ー タ 出 力 軸 に は 振 動 や 衝 撃 

を加 え な い で く だ さ い 。 

使用電 源 は 必ず絶縁 ト ラ ン ス を 使 用 し た 電 源 を 使 用 し て く だ さ い 。 

（ オ ー ト ト ラ ン ス 【 単変加圧 器 】 を 使 用 し た 電 源 は 使 用 しな い で く だ 

さ い 。 ） 

使用電 源 に サ ー ジ 電 圧 が発 生 も し く は 発 生 の 可能 性 が あ る 場 合 

に は 、 電 源 間 にサ ー ジアブソ ー バ ー 等 を 接 続 し サ ー ジ 電 圧 を 吸 収 

し て か ら 使 用 し て く だ さ い 。 

モ ー タ 電 源 等 、 高電 圧 の ス イ ッ チ ン グ 電 源と 同一配 線 し ま す と 、 誤 

作 動 や 破 損 の 原 因 と な り ま す の で 必ず別接 続 し て く だ さ い 。 

リ ー ド 線 を 延 長 し て 使 用 す る 場 合 は 波形 歪 み や 遅延時間 等 を 確 

認 の 上 、 使 用 し て く だ さ い 。 

絶縁抵 抗 や 絶縁耐 圧 の 測 定 は 絶 対 に 行 わ な い で く だ さ い 。 

・ 保管条件 
※ モ ー タ 設置 後に 於 い て も 無通電期 間 が 長 期に 亘 る 場 合 に は 以 下 の 保管条 件を 考 慮 く だ さ い 。 

保管温 度 、 保管湿度 

-2 0 ℃ ～ +6 0 ℃ 、 1 0 ～ 90%RH （ 但 し 、 結 露 な き こ と ） 

上記範囲 内 の 保 管 で あ っ て も 、 長 期 に 亘 る 場 合 に は 周辺環 境 に 

よ っ て は 腐 食 、 故 障 の 起 き る こ と が あ り ま す 。 

保管雰囲気 

以下の雰囲気、場所での保管は避けてください。 

1 ） 雨 、 水 滴 が か か る 。 

2 ） 腐 食 性 の ガス 、 液体 等 が あ る 。 

3 ） 高温多 湿 と な る 。 

4 ） 結 露 の 可 能 性 が あ る 。 

5 ） 振動粉 塵 が あ る 。 

6 ） そ の 他 、 特 殊 な 環 境 下 。 （ シ リ コ ー ン 等 ） 

保管期間 

良 好 な 条 件 で の 保 管 を さ れ て い る 場 合 、 長期間品 質 は 維 持 さ れ 

ま す が 、 1 年 以 上 の 保 管 を さ れ て い る 場 合 に は 、 ご 使 用 前 に 定 格 

電 圧 、 ト ル ク に て 1 5分程 度 の エ ー ジ ング を 行 う こと を お 勧 め し 

ま す 。 

そ の 他 の 注意事項 

下 記 の 件 で ご 使用 上 に 不都 合 と な る 場 合 に は ご 相 談 く だ さ い 。 

1 ） ギ ヤ ヘ ッ ド の 潤 滑 オ イ ル 

ギ ヤ ヘ ッ ド 歯 車 の 潤 滑 に グ リ ス を 使 用 し て お り ま す が 、 時 間 と と 

も に オ イ ル が遊 離 し ギ ヤ ヘ ッ ド 勘 合 部 か ら 外 部 に 出 る こ と が あ り 

ま す 。 

2 ） プ レ ス 部分破断 面 、 出力 部 の 錆 

保管 中 に 錆 の 出 る 場 合 が あ り ま す 。 

定格 


